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■［季節風］聖霊降臨祭（PENTECOST) 

 復活祭(Easter)から７週間後の日曜日（今年は５月２３日）で、WHITSUNDAY とも言いま 

す。元々は、ユダヤの収穫祭（過越祭の翌日から数えて５０日目＝五旬目の祭り）の日で 

した。イエスの弟子たちが、その「五旬祭（ペンテコステ）」に集まっている時、聖霊が 

降臨したと伝えられています（使徒言行録２章）。ユダヤ教では現在、この日を「シナイ 

山で十戒が与えられた日」としていますが、キリスト教の教会が生まれた故事に倣（な 

ら）ったもののようです。 

 

■夏期体験学習オリエンテーション   ５月２０日（木）１６：００～１７：００ 

 今年の夏の海外体験学習は、アメリカ西海岸のポートランドで実施します。今月７日に 

募集を締切りましたが、厳正な審査を経て、参加者１９名（中学２年＝４名、中学３年＝ 

４名、高校２年＝１１名）を決定しました。この内の４名は、語学研修や見学などグルー 

プ活動を省いたＢプログラムを選択しています。現地の飛行場でホストファミリーに引き 

合わされたら、帰国の日に飛行場に集合するまで３週間“孤軍奮闘”という、啓明生なら 

ではの経験を積みます。 

 中国体験学習が４月にズレ込んだこともあって、アメリカ体験学習は、例年より募集自 

体が約半月遅れてしまいました。このため、一回目のオリエンテーションから指導はハイ 

ピッチとなっていますが、参加者の質はほぼ揃っており、まずまずの滑り出しです。 

 また、引率教員は今年から、前半と後半で交替することになりました。これにより夏の 

講習やキャンプ、部活の合宿などとの日程を調整し易くなります。前半は山守由美先生、 

後半は伊藤節雄先生が担当しくださいます。引率や待機の時間以外は、教員自身も研修で 

す。大いにその機会を活かしてもらえればと思います。 

 

■海外からの体験入学の時期が到来！ 

 アメリカなど、６月初旬で夏休みに入る国々から、今年も体験入学者がやってきます。 

せっかくですので児童・生徒、そして教員の国際理解・国際交流の契機として活かしてい 

きたいと思います。 

★テーラー公隆（ひろたか）君＝６月１日から３０日まで。カナダのトロント近郊の町に 

住む高校１年生です。寮生活をしながら、日本語コースで勉強を希望しています。クラス 

は高校１年Ｂ組です。 

★ジン・リー・フィーさん＝９日から１５日まで。経団連では毎年、シンガポールから優 

秀な高校生を数名招待していますが、その中の一人です。松田志津子さん（高校２年）宅 

にホームステイしながら“啓明生”になります。クラスは高校２年Ｃ組です。 

★キャサリン・ジョンソンさん＝１５日から２３日まで。タチエス（株）も毎年、アメ

リ 



カのオハイオ州から高校生を招いていますが、今年は一人だけとのことです。お父さんが 

タチエスにお勤めの林 里実さん（高校２年）のご家庭に滞在します。クラスは高校２年 

Ｃ組です。愛称はケイト。 

★アンハーザヤ・エルデヴォチルさん＝２１日から７月１６日まで。アメリカで最も評

価 

されている留学組織、ＡＹＵＳＡの世話で、モンゴルから来日します。１４歳です。小林 

航洋君（初等３年）のお宅から中学校（２年Ｄ組）に通学します。愛称はアンハーです。 

※このほか、今年もモニカ・ブッチャーさん（初等学校）、ボブ・プレイ君（高校２

年） 

が来校の見込みです（日程未定）。温かく迎え入れるべく準備を進めています。 

 

■帰国子女スピコンのＶＴＲテープが到着 

 海外子女教育振興財団主催の帰国子女スピーチコンテストは、わが国最大の規模とレベ 

ルを誇っていますが、昨年は、森谷麻里子さん（現高校３年）が高校生英語部門の１位に 

なっています。このたび財団から、昨年の決勝大会の記録ビデオが届きました。全体がテ 

ンポよくまとめられていて、森谷さん達のスピーチを一層楽しく聞けます。英語教材とし 

て使えますし、校内スピーチコンテストの参考にもなるでしょう。視聴希望者は、国際教 

育センターに申し出てください。 

 

■ＩＣＢＡ国際児童文庫協会が２０周年！ 

 子どもたちに絵本を読んで聞かせたり、言葉遊びのゲームなどで言葉の楽しさを易しく 

教える「文庫」は、日本で生まれた素晴らしい文化です。これを英語や他の外国語に応用 

して、外国語保持や言語習得支援に役立てる試みと実践を続けてきたＩＣＢＡが、協会結 

成２０周年を迎えました。最初の文庫「だんだん文庫」の創設者オパール・ダン女史（現 

在英国在住）も来日し、記念講演などが企画されています。 

◎６月４日（金） 於：青山こどもの城 

    １０時～１１時 ：ダンさんの講演会（参加費１，０００円） 

    １１時２０分～ ：２０周年記念総会 

    １２時～午後２時：ダンさんを囲む昼食会（参加費１，０００円） 

◎６月６日（日） 於：ウィメンズプラザ 

    １０時～１２時 ：ダンさんのワークショップと座談会（参加無料） 

       午後１時半～４時：松井直さん（福音館書店相談役）の講演会「ことばの消える 

             時代に」＋松井さんとダンさんのパネルディスカッション 

             （参加費１，０００円） 

＊問い合せ先：ＴＥＬ／ＦＡＸ．（０３）３４９６- ８６８８ 

 

■［エンブレム紹介］啓明学園の新しい“紋章”！ 

 シールド（盾）の中に、草が萌（も）えるようなイメージで「Ｋ」が配されています。 

星も「啓明（明けの明星）」という校名に由来したものです。四つある星の中には、聖書 

から導かれた学園の標語「正直（Honesty)・純潔(Purity)・無私（Unselfishness)・敬愛 

(Love)」の頭文字、Ｈ・Ｐ・Ｕ・Ｌが入っています。「１９４０」はもちろん、啓明学園 

が創立された昭和１５年を現わします。デザインは、久能正子（くの まさこ）さんです。 

 

■ひと口ニュース News・News・News・News・News・   



◎５月１７日、世界電気通信日。 

◎５月１８日、編入試験（高１・高２）。 

◎５月２０日、成田空港開港から２１周年。いまだに滑走路は１本のままです。 

◎５月２１日、フィリピン教師一行の反省会・歓送会＜経団連＞。  

◎５月２４日、大学説明会（高３）。啓明からの推薦枠がある大学を始めとするの大学と 

   専門学校が、多目的ホールと高校３年の教室にブースを並べて、啓明生の疑問・質問 

   に応えてくれました。また国際教育センターには、アメリカ留学の相談コーナーも設 

   けました。 

◎５月２５日、編入試験（中２）／卒業生の竹越小巻さんのお父さんが来校。かつてマス 

  コミを騒がせた野球少女（彼女が契機になって、女子マネージャーがベンチ入りを許さ 

  れるようになりました）は現在、オレゴン大学の学生です。 

◎５月２８日、ＰＴＡ総会／イングリッシュ・キャンプ（中学・高校の国際生対象。～２ 

  ９日）／ＭＥＳＥ世界大会で、啓明チームは第３ラウンド（ベスト６４校）へ進出。 

  ５０カ国４，０００チームの争いの中から勝ち残ったのは、日本では６チームのみです。 

◎５月２９日、ウェサックデー（釈迦生誕祭、仏誕節）。釈迦が悟りを開いた日でもあり、 

  寂滅の日でもあります／啓明学園フォーラム。テーマは「個性値教育のすすめ－世界に 

  はばたく日本人－」／異文化間教育学会＜鳴門教育大学＞（～３０日）／横浜開港祭 

 （～６月２日）。開港記念日は最終日の６月２日です（１４０年前のこの日は、新暦で 

  ７月１日でした）。 
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